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教科指導講座　中　理
～授業分析と演習から楽しい理科授業を考えよう～

１　ねらい　
　生徒の科学的な見方や考え方を養う理科の授業を行うために，授業分析や演習を行い，観察，実験の工夫改善，個に応じた指導・援助の在り方等の指導力の向上を図る。
２　対象及び定員　
日頃の理科の授業において，うまくいかない点や困っていることがあり，解決したいと
願う教員（講師を含む）。（定員：１２人）
３　期　日　　　　５月２２日（金）
　　　　　　　　　　　
４　会　場　　　　総合教育センター　第２棟３階第２研修室
　　　　　　　　　岐阜市薮田南５－９－１
　　　　　　　　　TEL　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）
５　持参資料　　・中学校学習指導要領解説　理科編（平成２０年９月　文科省）
・現在使用している教科書
６　事前提出資料　
　　研修したい内容を，下記の要領で作成・提出してください。
　　　　テーマ　：「理科の授業を行うときに困っている点，悩んでいる点」
　　　　様　式　：指定なし（箇条書きなどの簡単な記述で結構です） 
　　　　提出期限：平成２７年５月１日（金）まで
　　　　提出先　：岐阜県教育委員会　教育研修課　小・中学校理科担当者　
　　　　提出方法：電子メールで下記アドレスまで，送信してください。
　　　　　　　   （送信先：c17781@pref.gifu.lg.jp)      
７　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	5/22
（金）

	９：３０
１０：００
	【目標設定】研修で向上させる指導力の確認
・授業の中で困っている点，解決したい点の交流
	講座担当者


	
	１０：００
１０：４０
	【講義】

・学力学習状況調査等からみる岐阜県の児童生

徒の実態(理科における学力)
	講座担当者


	
	１０：５０

１２：００
	【演習①】ＤＶＤによる授業分析

・導入の事象提示と課題設定のポイント

・予想から見通しと意欲を持たせるポイント
	講座担当者

	
	１３：００　

１４：００
	【演習②】ＤＶＤによる授業分析

・きめ細かな机間指導の在り方

・考察からまとめまでのポイント
・終末の活動の工夫
	講座担当者


	
	１４：１０
１５：００
	【演習③】模擬授業
・事象提示をどのようにするのか。導入から課題設定まで実際に行い検討する。
・結果の共有化をどのようにするのか。生徒の意見をどのように整理するのか。
	講座担当者


	
	１５：１０

１６：００
	【実演④】教材教具の工夫改善
・知的好奇心を高める教材教具の具体例

	講座担当者

	
	１６：００
１６：２０
	【目標達成確認】研修のふりかえり
・明日からの実践に生かしたいこと
・アンケート
	講座担当者


□備　考
・総合教育センターの研修者用駐車場は限られています。公共交通機関の利用に御協力願います。なお，７月から耐震化工事が始まるため，研修者用駐車場がほとんどありません。７月以降は自家用車の利用をお控えください。
・欠席，遅刻，早退等の手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修・講座に申し込む」→「欠席・遅刻・早退届」を参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の連絡は，以下にしてください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）

平成26年度受講者の声





ＤＶＤで場面ごとに区切って協議し、その後、解説をしていただき分かりやすかった。すぐにでも実践に生かしたいです。


演示実験がすごく楽しかった。様々な実験を見せていただき、実際の導入方法や授業開きまで教えてもらえてよかった。








